
ＳＤＧｓ今動かなければ
～地球温暖化の影響：現状と未来～

１．ＳＤＧｓ、なぜ・どうやってできた？
２．地球温暖化の影響、世界は？関西は？
３．ＳＤＧｓ・地球温暖化に対して
ビル関係者はどうする？

藤野純一
fujino@iges.or.jp
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本日の内容
１．ＳＤＧｓ、なぜ・どうやってできた？
［あまり知られていない2030アジェンダの存在］

２．地球温暖化の影響、世界は？関西は？
［真鍋博士のシミュレーションにも触れつつ］

３．ＳＤＧｓ・地球温暖化に対してビル関係者はどうする？
［きちんと儲けながら対策する道はないか？］
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UN Photo/Kim Haughton

https://scalingupnutrition.org/news/the-2030-agenda-for-
people-planet-and-prosperity/
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UN, All eyes on UN as world body prepares to adopt new Sustainable Development Goals
https://news.un.org/en/story/2015/09/509632
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SDGsに関連する主なできごと
2012年6月 国連持続可能な開発サミット（リオ＋20）
☆ここでSDGsを作ることが決まる

2000年9月 国連ミレニアムサミット＠NY

☆SDGsの前身のMDGs（ミレニアム開発目標ができる）

1992年6月 環境と開発に関する国連会議（地球サミット＠リオ）
☆気候変動や生物多様性の条約ができる→パリ協定、愛知目標
☆アジェンダ21

1972年6月 国連人間環境会議（ストックホルム会議）
☆国連環境会議（UNEP）発足
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ミレニアム開発目標：2015年までの目標
Millennium Development Goals (MDGs)

7



プラネタリー・
バウンダリー

「地球の限界」
「惑星限界」
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・MDGsの次は？
・「地球の限界」への対応は？
・すべての国・すべてのステーク

ホルダーが参加するには？

持続可能な開発サミット
（リオ＋20）成果文書
（2012年6月採択）

の実現に向けて

我々が求める未来

https://sustainabledevelopment.un.org/futurewewant.html2015年9月の
第70回国連総会に

成果を出す！ 9



どうやってSDGsができたのか？
「オープン・ワーキング・グループ」の設置
•主なチャレンジ

我々が求める2030年の未来・ビジョンは？
国の違いを考慮しながら世界共通のゴールを設定する！
幅広い「Sustainable Development」を少ないゴールの数で表現する！
「社会」「経済」「環境」の三側面をバランスよくゴールに反映させる！
全体にまたがる要素や相互関係を考慮する！

•進め方の妙
国連加盟国70か国が交代しながら毎回30か国までが参加
主なステークホルダーがプロセスに参加
専門家を招いて議論
2013年3月から2014年7月の間に13回実施

→ オープン・ワーキング・グループでSDGsを作成 10



主なステーク
ホルダーグループ
1992年にブラジル・リオで行

われた「環境と開発のための
国連会議（地球サミット）」
において採択されたアジェンダ
21では、持続可能な開発を
実現するには、社会を構成す
るすべてのセクターのみなさん
の積極的な参加が欠かせな
いとのことで、9つの主なステー
クホルダーグループを”Major 
Groups and other 
Stakeholders (MGoS)”と
して定義しています。
https://sustainabledevelopment.un.org/aboutmajorgroups.html

ユース 農業者ビジネス・業界

自治体 非政府主体先住民

女性 労働者・組合科学・技術コミュニティ 11



大事なこと
• 世界で共通のゴール：5つのP

• 誰一人取り残されない（包摂的）
• 環境だけでなく、社会も、経済も
• できることの積み上げだけでなく
「求める未来」からのバックキャスト

the future 

we want!
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http://www.we-ibs.com/ibs/?id=1627550679-841108
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http://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/files/000101402.pdf（全36ページ） 14



https://sustainabledevelopment.un.org/post2015/transformingourworld
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１．序文
• 持続可能な開発の重要分野として、人間(People)、地球(Planet)、豊かさ(Prosperity)、平和

(Peace)、パートナーシップ(Partnership）について記載

２．政治宣言
• 包括的で人間中心のゴールとターゲットを決定。2030年までに完全に実施（2）
• 誰一人取り残さない（4）
• 先進国にも途上国にも等しく適用される普遍的なゴールとターゲット（5）
• ミレニアム開発目標を基礎に、同目標で達成できなかったことの達成を追求（16）

３．持続可能な開発目標（SDGs）

４．実施手段（MOI: Means of Implementation）
• 政府、市民社会、民間セクター、国連機関等、全てのアクターが利用可能な資源を活用し、グローバル・

パートナーシップの下でゴールとターゲットの実施にあたる（60）

５．フォローアップ・レビュー（FUR: Follow-up and Review）
• FURの原則は、自主的、国主導、包摂的で透明、人間中心、既存の仕組みを活用 (74)
• 国主導での国・地方レベルの進捗の定期的で包摂的なレビュー行うことを推奨 (79)
• グローバルな定期的レビューは、国連経済社会理事会の主催の下でのハイレベル政治フォーラム（HLPF）

で実施 (84)
• 国連総会主催の下で 4 年に 1 回行われる「ハイレベル政治フォーラム」は、さらなる実施促進のためのハイ

レベルでの政治的ガイダンスを与える（87）

SDGsを中核に据える2030アジェンダの構成

2030

アジェンダ
の構成

SDGsは2030

アジェンダの
中核だが
一部！



各ゴールに約10ずつのターゲット（合計169）と指標 17



ターゲット
1.1 2030年までに、現在１日1.25ドル未満で生活する人々と定義されている極度の貧困をあらゆる場所で終わらせる。

1.2 2030年までに、各国定義によるあらゆる次元の貧困状態にある、全ての年齢の男性、女性、子供の割合を半減させる。

1.3 各国において最低限の基準を含む適切な社会保護制度及び対策を実施し、2030年までに貧困層及び脆弱層に対し十分
な保護を達成する。

1.4 2030年までに、貧困層及び脆弱層をはじめ、全ての男性及び女性が、基礎的サービスへのアクセス、土地及びその他の形態
の財産に対する所有権と管理権限、相続財産、天然資源、適切な新技術、マイクロファイナンスを含む金融サービスに加え、
経済的資源についても平等な権利を持つことができるように確保する。

1.5 2030年までに、貧困層や脆弱な状況にある人々の強靱性（レジリエンス）を構築し、気候変動に関連する極端な気象現象
やその他の経済、社会、環境的ショックや災害に暴露や脆弱性を軽減する。

1.a あらゆる次元での貧困を終わらせるための計画や政策を実施するべく、後発開発途上国をはじめとする開発途上国に対して適
切かつ予測可能な手段を講じるため、開発協力の強化などを通じて、さまざまな供給源からの相当量の資源の動員を確保す
る。

1.b 貧困撲滅のための行動への投資拡大を支援するため、国、地域及び国際レベルで、貧困層やジェンダーに配慮した開発戦略
に基づいた適正な政策的枠組みを構築する。

目標1：あらゆる場所で、あらゆる形態の貧困に終止符を打つ
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ターゲット 指標（仮訳）

1.1   2030年までに、現在１日1.25ドル未満で生活する人々と定義さ
れている極度の貧困をあらゆる場所で終わらせる。
By 2030, eradicate extreme poverty for all people everywhere,

currently measured as people living on less than $1.25 a day

1.1.1   国際的な貧困ラインを下回って生活している人口の割合（性
別、年齢、雇用形態、地理的ロケーション（都市/地方）別）
Proportion of population below the international poverty line, by sex,

age, employment status and geographical location (urban/rural)

1.2.1   各国の貧困ラインを下回って生活している人口の割合（性別、
年齢別）
Proportion of population living below the national poverty line, by sex

and age

1.2.2   各国の定義に基づき、あらゆる次元で貧困ラインを下回って生
活している男性、女性及び子供の割合（全年齢）
Proportion of men, women and children of all ages living in poverty in

all its dimensions according to national definitions

1.3   各国において最低限の基準を含む適切な社会保護制度及び対
策を実施し、2030年までに貧困層及び脆弱層に対し十分な保護を達
成する。
Implement nationally appropriate social protection systems and

measures for all, including floors, and by 2030 achieve substantial

coverage of the poor and the vulnerable

1.3.1   社会保障制度によって保護されている人口の割合（性別、子
供、失業者、高齢者、障害者、妊婦、新生児、労務災害被害者、貧困
層、脆弱層別）
Proportion of population covered by social protection floors/systems,

by sex, distinguishing children, unemployed persons, older persons,

persons with disabilities, pregnant women, newborns, work-injury

victims and the poor and the vulnerable

1.4.1   基礎的サービスにアクセスできる世帯に住んでいる人口の割
合
Proportion of population living in households with access to basic

   (a) 土地に対し、法律上認められた書類により、安全な所有権
を有している全成人の割合（性別、保有の種類別）
(b) 土地の権利が安全であると認識している全成人の割合（性別、保
有の種類別）

   10万人当たりの災害による死者数、行方不明者数、直接的負
傷者数

   グローバルGDPに関する災害による直接的経済損失

   仙台防災枠組み2015-2030に沿った国家レベルの防災戦略
を採択し実行している国の数

   国家防災戦略に沿った地方レベルの防災戦略を採択し実行
している地方政府の割合

総政府支出額に占める、必要不可欠なサービス（教育、健康、
及び社会的な保護）への政府支出総額の割合

　全体の国家財政支出に占める必要不可欠なサービスの割合
（教育、健康、及び社会的な保護）

　貧困削減計画に直接割り当てられた助成金及び非譲渡債権
の割合（GDP比）

   貧困撲滅のための行動への投資拡大を支援するため、国、地域
及び国際レベルで、貧困層やジェンダーに配慮した開発戦略に基づ
いた適正な政策的枠組みを構築する。

　女性、貧困層及び脆弱層グループに重点的に支援を行うセク
ターへの政府からの周期的な資本投資

1.2   2030年までに、各国定義によるあらゆる次元の貧困状態にある、
全ての年齢の男性、女性、子供の割合を半減させる。
By 2030, reduce at least by half the proportion of men, women and

children of all ages living in poverty in all its dimensions according to

national definitions

1.4   2030年までに、貧困層及び脆弱層をはじめ、全ての男性及び女
性が、基礎的サービスへのアクセス、土地及びその他の形態の財産
に対する所有権と管理権限、相続財産、天然資源、適切な新技術、
マイクロファイナンスを含む金融サービスに加え、経済的資源につい
ても平等な権利を持つことができるように確保する。

   あらゆる次元での貧困を終わらせるための計画や政策を実施す
るべく、後発開発途上国をはじめとする開発途上国に対して適切かつ
予測可能な手段を講じるため、開発協力の強化などを通じて、さまざ
まな供給源からの相当量の資源の動員を確保する。

   2030年までに、貧困層や脆弱な状況にある人々の強靱性（レジ
リエンス）を構築し、気候変動に関連する極端な気象現象やその他の
経済、社会、環境的ショックや災害に暴露や脆弱性を軽減する。

19



SDGsの進捗状況はどうやってわかるの？

 国連の持続可能な開発に関するハイレベル政治フォーラ
ム（HLPF）で毎年SDGs進捗状況をレビュー

 グローバルでの進捗状況：SDGsを目標ごとにレビュー

 各国での進捗状況：自発的国別レビュー（VNRs: Voluntary 

National Reviews)

 毎年7月NYで閣僚級で開催、4年に１度、首脳レベルで開催

 様々なステークホルダーが参加（市民社会、ビジネス、科学技術
界）。地域ごとに準備会合。自治体レベルでのSDGsのレビュー
（VLRs: Voluntary Local Reviews)。

 国連では各国からのデータをもとに毎年「SDGs報告」を
作成。

 SDGsの達成度を測るために、現在231の指標を採用
20



国連SDGs報告2020 日本VNR2021
（外務省のSDGsホームページより）

https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/vnr/https://unstats.un.org/sdgs/report/2020/
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https://www.un.org/en/energycompacts
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https://www.un.org/en/energycompacts 26



https://www.un.org/en/energycompacts/page/registry#TaiyoJyukenandIGES
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Copyright © 2019 JCLP

• 2009年に横浜市で創業。従業員8名の企業。
• 主な業務は住宅用・産業用太陽光発電、リフォームの施工
• 本業と一体化した社会貢献を目指し、パートナーと共に地域課題解決に取り組む
• 「横浜市型地域貢献企業（最上位認定）」
• IGESの支援で太陽住建SDGsレポートを作成。SDGsの取組をグローバルに発信。

太陽住建株式会社：
中小企業による気候変動×雇用×防災×まちづくりの取組み

ニューヨークで開催されたHLPF2019にて、太陽住建SDGsレポートを発表

28

SDG Compassの
5ステップにそって、

自社の取組みを見直し
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出所：太陽住建を一部修正（※ターゲットと指標は日本政府仮訳） 29

2030年

2019年2019年

エネルギー事業で緩和策に貢献

太陽住建株式会社
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太陽住建株式会社：
エネルギー事業の取組のポイント

出所：太陽住建 30

【地域社会・国際社会の目標に関連付けた自社の目標を設定】
• 2050年までにカーボンゼロを目指す横浜市の太陽光設置目標のうち12.15%

に貢献することを目指す

【障がいのある人の雇用拡大と、働きがいを持てる環境づくり】
• 地元の支援団体と協力して太陽光発電設備設置に障がいのある人々を雇用
• 障がいのある人の一般的な賃金よりも高い時給を設定
• 設置作業のマニュアル化、事前に研修を実施

【災害時にも強い福祉避難所】
• 災害時に福祉避難所にもなる福祉施設の屋根を

借りて太陽光発電設備を設置

30



• 空き家を活用し、様々な企業・市民団体と共に地域の居場所づくり
• 家の一角に耐震シェルターを設置し、さらに太陽光発電設備も設置
災害時の地域の小さな避難場所としても機能

太陽住建株式会社：
リフォーム事業で地域コミュニティと防災・適応に貢献

出所：太陽住建

×
空き家→地域の電気防災ステーション
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https://www.pukapuka.or.jp/32



SDGsを活動に取り込もう。
誰でもSDGsに貢献できます。

 誰でもSDGsに貢献できます：
17のゴールと169のターゲット

の中に、必ず自分の現在の活
動・今後してみたいことに関連
するものを見つけることができ
ます。

 多くの方々が何らかの形で既に
SDGsに貢献しています。これ

をどんどん広げて大きくする必
要があります。

 取り組み事例集（企業・自治
体・NGO/NPO・教育機関等）
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/

oda/sdgs/case/index.html

 

ステップ 4 

経営計画と実施活動 

へ統合する 

ステップ 5 

報告とコミュニケ
ーションを行う 

ステップ 3 

目 標 を 設定する 

ス テ ッ プ 2 

優先課題を決定する 

ステップ 1 

SDGsを理解する 

「SDG Compass：SDGsを企業はどう活用するか」を基に
作成：https://ungcjn.org/sdgs/files/SDG_COMPASS_Jpn.pdf

33
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企業がSDGsに取り組むメリット
～SDGs Compassより～

1. 将来のビジネスチャンスの見極め

• 省エネ、再エネ、蓄エネ、環境配慮型建物、持続可能

な輸送、ICT技術を活用した製品・サービス、貧困層の

生活改善につながる製品・サービス 等

2. 企業の持続性に関わる価値の増強

• 競争力向上、イノベーションの促進、若い人材確保、

労働意欲向上、消費者の購買における判断材料 等

3. 利害関係者との関係の強化、新たな政策展開との同調

• 操業についての理解、法整備により発生しうるコスト

（外部不経済の内部化等）や制約への対応力 等

4. 社会と市場の安定化

• 貧困層救済やジェンダー格差解消による市場拡大、

天然資源の持続的確保、テロや環境破壊などにより

発生しうるコストやリスクの削減 等

5. 共通語および共有される目的の活用

• 政府、市民社会団体、他の企業等との連携強化 等



本日の内容
１．ＳＤＧｓ、なぜ・どうやってできた？
［あまり知られていない2030アジェンダの存在］

２．地球温暖化の影響、世界は？関西は？
［真鍋博士のシミュレーションにも触れつつ］

３．ＳＤＧｓ・地球温暖化に対してビル関係者はどうする？
［きちんと儲けながら対策する道はないか？］
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気候変動に関する政府間パネル（IPCC）第 6 次評価報告書 第 1 作業部会報告書（自然科学的根拠） 政策決定者向け要約（SPM）の概要より

産業革命以前に比べて
すでに1.09℃上昇
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令和３年８月の記録的な大雨の特徴とその要因について
2021年8月

本年８月中旬～下旬
は、前線の活動が非常
に活発となった影響
で、西日本～東日本の
広い範囲で大雨とな
り、総降水量が多いと
ころで 1400mm を超え
る記録的な大雨に見舞
われた。

https://www.jma.go.jp/jma/press/2109/13a/kentoukai20210913.pdf
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https://www.jma.go.jp/jma/press/2109/13a/kentoukai20210913.pdf
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海洋速報＆海流推測図
表面水温図

【表面水温図】
船舶により観測された過去8日間の表面水温
値、衛星(NOAA、METOP)の過去3日間及び
水循環変動観測衛星「しずく」(GCOM-W)
【JAXA提供】過去1日間の表面水温値から、
緯度経度１０分メッシュの表面水温データを
作成し、 表層水温に対応した配色及び等温
線を描画しています。

海上保安庁 海洋情報部
https://www1.kaiho.mlit.go.jp/KANKYO/KAIYO/qboc/temp_color/temp_color.html

2021年8月
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https://www.jma.go.jp/jma/press/2109/13a/kentoukai20210913.pdf
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2019年10月

44



2019年10月
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環境白書令和3年版 46



https://www.bbc.com/japanese/58142213 47



https://www.env.go.jp/earth/arcci_pamphlet.pdf 48



https://www.env.go.jp/earth/arcci_pamphlet.pdf
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https://www.env.go.jp/earth/arcci_pamphlet.pdf
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https://www.env.go.jp/earth/tekiou.html 51



https://www.data.jma.go.jp/osaka/kikou/ondanka/leaf_oosaka.pdf
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https://www.data.jma.go.jp/osaka/kikou/ondanka/leaf_oosaka.pdf
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https://ondankataisaku.env.go.jp/coolchoice/
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2020年10月26日
2050年ゼロカーボン

2021年4月22日
2030年46％、
さらに50％の高み
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Nov 11, AIM



1.5℃
↓

2050年
ゼロ
↓
石炭０



ざっくり言うと
•業務部門＝ZEB（＋再エネ確保）
•家庭部門＝ZEH（＋再エネ確保）
•運輸部門＝ZEV（＋再エネ確保）
•産業部門＝Zero Emission Factory/Products（＋再エネ確保）
•エネルギー転換部門＝再エネ中心のゼロエミエネルギー供給
•どうしても出てしまう分は森林吸収等のオフセット・新技術

59



本日の内容
１．ＳＤＧｓ、なぜ・どうやってできた？
［あまり知られていない2030アジェンダの存在］

２．地球温暖化の影響、世界は？関西は？
［真鍋博士のシミュレーションにも触れつつ］

３．ＳＤＧｓ・地球温暖化に対してビル関係者はどうする？
［きちんと儲けながら対策する道はないか？］
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https://www.pref.nagano.lg.jp/ontai/
happyou/200401press.html 66



67



68



69



70



71



72



73



74



2019年2月12日＠東京
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2001（H13）年度以降の県内総生産と県内の温室効果ガス総排出量の推移を見ると、2014
（平成 26） 年度の県内総生産は 2001 年度比で 14.5％増加する一方、県温室効果ガス総排出
量は同 4.1％減少してお り、当県では経済成長と温室効果ガス総排出量の削減が相関しない
「デカップリング（分離）」の傾向が 全国と比較しても有意に見られます。
https://www.pref.nagano.lg.jp/ontai/kurashi/ondanka/shisaku/documents/chukan-genjyo2_1.pdf

長野県環境
エネルギー戦略の
中間見直しに
当たっての
現状分析

長野県
（2018年3月）
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http://www.env.go.jp/earth/zeb/case/rnw_09.html
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http://www.env.go.jp/earth/zeb/case/rnw_09.html
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http://www.env.go.jp/earth/zeb/case/rnw_09.html
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http://www.env.go.jp/earth/zeb/case/rnw_09.html94



http://www.env.go.jp/earth/zeb/case/rnw_09.html95



http://www.env.go.jp/earth/zeb/case/rnw_09.html96



http://www.env.go.jp/earth/zeb/case/rnw_09.html97



http://www.env.go.jp/earth/zeb/case/rnw_09.html98



持続可能な
地域づくりは
足元から！

地域を良くしながら
脱炭素・SDGsに向かって
いくことが大事！

fujino@iges.or.jp

Sustainable 
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